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長
生
き
の
出
来
る
社
会
に
な
り
ま
し
た

が
、
高
齢
化
に
よ
り
一
人
で
生
活
で
き
な
い

人
も
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
高
齢
者

と
一
緒
に
住
む
家
族
（
一
緒
に
住
ん
で
な
い

家
族
も
か
？
）
は
介
護
に
向
き
合
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。 

 
 

２月１１日（土）光が丘公民館大会議室

で一般参加者３4 名と地区社協関係者  

16 名で実施 

 

そ
の
介
護
に
つ
い
て
光
が
丘
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
大
久
保
セ
ン
タ
ー
長
に
お
話
を
お

願
い
し
ま
し
た
。 


 

最
初
に
要
介
護
認
定
を
受
け
る 

介
護
は
家
族
だ
け
で
行
う
の
は
大
変
な
の
で

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
要
介
護
認

定
を
受
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。 

病
院
相
談
窓
口 

・
メ
デ
ィ
カ
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー 

・
退
院
支
援
看
護
師 

地
域
の
相
談
窓
口 

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

・
市
役
所
〔
高
齢
・
障
害
者
相
談
課
〕 


 

認
定
の
流
れ 

・
申
請
手
続
き 

・
市
の
調
査
員
が
訪
問
調
査
を
行
う 

・
調
査
と
か
か
り
つ
け
の
主
治
医
の
意
見
書
を

も
と
に
市
の
介
護
保
険
課
で
審
査
が
行
わ
れ
要

支
援
１
～
２
、
要
介
護
１
～
５
の
認
定
が
決
定

す
る
。 

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
書
の
作
成 

 
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
を
行
う
の
は
、
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
す
。 

◆
 

在
宅
介
護 

（
メ
リ
ッ
ト
） 

介
護
を
受
け
ら
れ
る
方
が
住
み
慣
れ
た
自
宅

で
過
ご
し
、
精
神
的
に
安
定
し
や
す
い
。 

（
デ
メ
リ
ッ
ト
） 

家
族
の
介
護
負
担
が
大
き
い
。 

 

                        

◆
 

施
設
介
護 

（
メ
リ
ッ
ト
） 

家
族
の
負
担
が
少
な
い
。 

（
デ
メ
リ
ッ
ト
） 

有
料
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
で
は
月
額
２０
万
円

以
上
必
要
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。 

 

大久保さんと地区社協役員小山さんの 

２人の掛け合いで進められました。 

 

在宅介護が難しくなって施設介護       当初は自宅で在宅介護 


